
 

 

 

潤滑油の長寿命化と性能改善 

プラズマ処理を用いた潤滑油の長寿命化と潤滑性能の改善 
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概 要 

本技術は、ものづくりには欠かせない水溶性切削油中に存在するバクテリアを滅菌するとともに潤滑

性能を改善させる技術である。これにより、水溶性切削油の長寿命化を図ることができる。また、本技

術を行った劣化した水溶性切削油は摩擦係数および耐摩耗性の改善が見られ、潤滑性の改善も期待でき

る。現在、水溶性切削油以外の潤滑油に対しても同様な潤滑性の向上が確認されており、今後のさらな

る応用先の発展が大きく期待される。 

従来技術・競合技術との比較（優位性） 本技術の有効性 

切削油の滅菌には、エアレーションや抗菌剤の添

加、銅イオンの添加などがあるが効果の持続性や、

副作用、コストが高いなどといった問題がある。プ

ラズマを用いた滅菌は、大気中に存在するガスを流

し、電気を使用するのみで環境にも優しく、また低

エネルギーで処理時間も短い。 

・水溶性切削油の長寿命化を図ることができ、切

削油のコスト低減や交換にかかる管理コストを低

減できる。 

・すでに劣化してしまった水溶性切削油をはじめ

とした潤滑油の性能改善を行うことができる。こ

れにより廃棄量削減などにつながる。 

関連情報（図・表・写真・参考文献など） 

本技術で処理を行った切削油中の 

バクテリアの生菌数、摩擦係数は右の 

通りである。滅菌され、潤滑性が改善さ

れることを確認している。 

詳しくは文献「Tribology Online, 13, 

5, (2018) 256-261」、「Mechanical 

Engineering Letters, 6 (2020) 20-00100」をご参照ください。 

適用可能製品・技術 

切削油、潤滑油など 

知的財産 

なし 

試作品状況    無    提示可    提供可   
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